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　桜の開花が例年よりも遅くなりま
したが、ようやく春めいてきました。

ごあいさつ

令和６年３月市議会定例会　一般通告質問から

幼稚園、こども園、
保育園の
今後の在り方について
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小規模特認校について
～社会変化にあわせた保育施設の整備を～

房南こども園

←
館山市学校再編
について詳細は
こちらから。

　小中学校の再編の
計画が進んでいます。
幼保連携、公私連携の
北条こども園が来年春
に開園予定です。
　一方で西岬幼稚園
はすでに休園、館野幼
稚園はこの４月から休
園になりました。共働
きの家庭が増え、長時
間保育の需要が増え、
短時間保育の幼稚園
は大きく定員割れをし
ています。
　市全体の子育て環
境を考え、保育施設も
実情に合わせた再編
が必要です。

　学校再編の素案で、小規模特認校の設置が提案され
ています。各地で話し合いが行われた中で、「クラス替え
できる規模の学校が望ましい」という保護者も多かった
一方、大人数に馴染めない子どもたちのために、「少人
数できめ細かな教育を行う学校」も必要ではないかとな
りました。小規模特認校は、学区を市内全域とし、少人数
の利点を生かして、きめ細やかな学習指導、児童の個性
と主体性を大切にした多様性のある学習を目指します。
　どのような学校になるかで通わせるかどうか考えたい
という保護者もいます。魅力的な学校作りが課題です。

　元旦の能登半島地震は衝撃でした。復興して元の
生活に戻るには、まだまだ時間がかかりそうです。そ
の後も各地で地震が起き、千葉県東方沖、首都圏直

小規模のメリットを最大限に活かした
小規模特認校とは

下型地震の発生も心配されています。
　普段いる場所で、家具などが倒れてけがをする危険
がないか、改めて見直してみましょう。避難経路が塀の
倒壊などによって通れなくなる可能性も考えて確認し
ておくと良いですね。

●小規模特認校とは
　少人数での教育の良さを生かし、きめ細やかな指導や特色ある
教育を行う学校のこと。学区に関係なく市内のどこからでも通学
できます。
●館山市教育委員会が目指していること
・一人ひとりの学習状況や理解度を的確に把握したうえで行う
「きめ細かな学習指導」
・ 自分自身の意見や感想を発表する機会を多く持たせ、「思考
力・判断力・表現力」の向上を目指す取組み

・ 異なる学年での活動や郷土の教育資源、学校周辺の自然環境
を活かした体験型学習の充実

・ 小さな学校規模を活かした「機動的かつ多様性のある学習活動」
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　ウクライナ、ガザでは、まだ目を覆うような戦闘
が続いています。世界中の各地で大規模な山火事
が起き、大規模な洪水、干ばつも起きています。十
分な食料、水、医療を得ることができない人々が世
界にはたくさんいます。

　市内各所で、劣化の進んだ空き家が見られます。通行人や近隣に迷惑を及ぼ
し、災害時には倒壊して避難経路を塞ぐ可能性もあります。市では、空き家の通報
があった場合、所有者等へ現況を連絡し，対応を求めています。対応が見受けら
れない場合は，「空家法」にのっとって、立入り調査、指導、勧告、命令と段階を追っ
て措置します。最終的には行政代執行を行うことになりますが、その前に対応さ
れるよう、こまめに所有者に連絡を取ってほしいと考えます。
　空き家を利用して手を入れることで、劣化を防ぐことができます。空き家バンク
への登録を勧めるなど有効活用を進めるべきです。状況によっては災害時の避
難所、仮設住宅としての活用の可能性も考えられます。

令和6年度一般会計予算の総額は240億2,300万円で、
昨年度当初予算より7億5,100万円減少しています。
金額が最も大きなものは、
【館山中学校整備事業】 33億3,925万円
（令和7年4月開校に向けての継続事業）です。

～建物の劣化が進んだ空き家の対策とそうなる前の活用を～　
危険な空き家への対策について

　食料やエネルギーを輸入に頼っている日本に
とって、世界で起きていることはいつまでも他人事
ではありません。
　子どもや孫の世代が安心して暮らせるよう、私
たちが何をすべきか、本気で考えませんか。

令和6年度予算より

　神戸、富崎、西岬方面から通う高校生の交通費は、３か月
間の館山市内までのJRバスの定期券が５万円前後になりま
す。高額なので、多くの保護者が毎日自家用車で送迎してい
ます。
　南房総市、勝浦市など千葉県内のいくつかの市町では通
学費用の補助を行っています。館山市は、路線バスの運行会
社に赤字を補填する補助金を出しています。それを高校生
の保護者に回して、高校生が路線バスを利用すれば、より有
効な補助金の使い方になると考えます。

～通学費用が高額になる高校生に補助を～
高校生への通学費支援について

●そのほかの主な事業
【障害者自立支援給付事業】…15億400万円
【介護保険特別会計繰出金】…10億7,181万円
【生活保護事業】…10億4,073万円
【安房広域市町村圏事務組合常備消防費負担金】…9億5,453万円
【私立保育所運営支援事業】…6億8,926万円
【児童手当費】…4億3,844万円
【国民健康保険特別会計繰出金】…4億3,701万円
【下水道事業会計負担費】…4億2,944万円
【ごみ収集費（可燃ごみ、再資源化ごみ合計）】…3億5,499万円
【三芳水道企業団負担金及び出資金】…2億7,231万円
【道路新設改良事業】…2億171万円

　いずれも市民の生活を支えるために必要な
お金です。
　基金（市の貯金）の合計は19億5,000万円
減少して37億3,000万円になります。市債は
13億4,000万円増えて233億3,000万円と
なる見込みです。人口減少が進み、市税収入
も減っていくので、このままでは、今後の市の
財政運営は更に厳しくなると予想されます。

館山中学校イメージ（館山市HPより）
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